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ボーリング柱状図
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県  栃木土木事務所 2009-07-07 ～ 2009-07-08
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38.75 1.50 1.50

盛土

37.85 0.90 2.40

有機質シ
ルト
(MO)

35.75 2.10 4.50

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

34.05 1.70 6.20

礫混じり
粗砂
(CS-G)

33.45 0.60 6.80

シルト
(M)

32.05 1.40 8.20

砂混じり
シルト
(M-S)

31.80 0.25 8.45 シルト混
じり細砂
(FS-M)
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実
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な
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非
常
に
密
な

硬
い

緩
い

中
く
ら
い

中
ぐ
ら
い

礫混じりシルト。
玉石，コンクリート塊が介在する
。
0.9m付近より砕石が多い。

軟らかい。腐植物が混じる。
2.1m付近より砂分が混じる。

緩い。
径2～30mm程度の亜円～円礫主体
。
上部は粘土分が多い。
4.3m付近より砂分が多い。

概ね密。所々固結する。
径2～10mm程度の円礫が混じる。
4.9m付近より粘土分が混じる。

中くらい。
所々に微細砂が少量混じる。

所々、微細砂の薄層を挟む。

シルト分が不規則に混じる。
8.4mより細礫が混じる。
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